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研究成果の概要（和文）： 女子学生において筋量が多い者は骨量が多かった。また、筋量の多さは体脂肪量の
多さにも関連していたが、体力があることとも関連していた。さらに、若年女性における筋量の獲得には小学生
時の運動経験が影響することが可能性の一つとして示唆された。しかし一方で、獲得筋量が高い者においてはダ
イエット行動にも関連を示した。食事制限によるダイエット行動は筋量の減少を促すと考えられるが、獲得筋量
が高い者は運動に対する意識が高く、ダイエット行動においても運動・スポーツ活動を実践していた者の割合が
高い傾向が見られた。

研究成果の概要（英文）：In female university students, the more skeletal muscle they have, the more 
bone mass they have. In addition, the skeletal muscle mass was related to the fat mass and the 
physical fitness. Furthermore, the present data suggest the possibility that exercise habits at 
elementary school age had an influence on the acquired muscle mass in young women. However, those 
who had high amount of the acquired muscle mass showed an association with diet behavior. Diet 
behavior such as food restraint was considered to promote decrease in skeletal muscle mass, but 
those who had high amount of skeletal muscle mass had higher interest in exercise, and the 
proportion of those who practiced exercise activities as dieting. 
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１．研究開始当初の背景 
ヒトが獲得する筋量は 20 代をピークに加
齢に伴って長期漸減するとされている。加齢
に伴って骨格筋量および骨格筋力が低下す
ることをサルコペニアと定義されており、サ
ルコペニアは特に高齢者において転倒や骨
折などの原因となり、日常生活への支障をき
たす。本邦における調査でも 40 歳以上の男
女において約 25％がサルコペニアに分類さ
れている（Shimokata, 2000）。獲得筋量に影
響する生活習慣因子として特に重要なのは
食事や身体活動である。食事では、筋肉のタ
ンパク質合成に直接関連するタンパク質摂
取に加え、ビタミン D の摂取の重要性が挙
げられている。ビタミン D は、これまで骨
代謝に関わるとして着目されてきた。近年、
筋肉中にビタミン D 受容体が存在し、ビタ
ミン D により筋肉蛋白同化作用に関わって
いることや、高齢者を対象とした疫学研究で
ビタミン D とサルコペニアとの関係につい
て報告があるが、まだ十分なエビデンスとは
言えず、今後のデータ蓄積が必要な状況であ
る。また、身体活動量についてもその有効性
は報告されているが、ビタミン D が筋肉の
蛋白同化に関わるとすれば、骨代謝と同様、
日照時間との関連性も考えられ、同じ身体活
動についても日照との関わりに考慮しなが
ら検討する必要がある。従って、若年期に十
分な筋量を獲得することは、特に高齢社会と
なった現代では重要な問題である。一方、現
代社会はモータリゼーションが発達した結
果、身体活動量が低下しても日常生活が可能
になった。従って、多様な生活様式に応じて、
既に若年期において獲得筋量の多様性がみ
られることが推察されるが、その正確な実態
は明らかではない。その原因として、①成長
期の小児を対象に筋量の正確な測定が行わ
れていないこと、および、②正確に測定され
た筋量と生活習慣因子との関連付けがされ
ていないことによる。したがって、長期の小
児の筋量と生活習慣因子との関連について
検討することに新規性があると考えた。その
ためには、筋量を正確に測定することが要求
される。筋量の測定には、核磁気共鳴画像
（MRI）、コンピュータ断層撮影（CT）、二
重エネルギーエックス線吸収測定法（DXA 
法）等が必要である。我々はこれまで、小・
中学生を対象として、DXA 法よる骨密度測
定を実施し、データの蓄積を行ってきた。従
来、フィールドにおいて使用されている測定
法は、インピーダンス法などの簡易測定法が
主であったが、局所の骨量測定であり、測定
精度そのものに問題があった。DXA 法は、
エネルギー量の異なるエックス線を用いて
全身測定を行い、測定精度も格段に高いが、
測定施設が限られるという問題があった。し
かしながら、我々は、DXA 法装置搭載バス
を用いて学校に赴くことで、疫学調査による
DXA 法測定を可能にした。この DXA 法に
よる筋量を含む体組成測定、および生活習慣

因子の調査をすることで、小児の筋量と生活
習慣因子との関連を解明できると考えた。更
に、DXA 法による体組成を測定しているこ
とから、骨量や脂肪量と関連についても検討
可能であり、これまで、生活習慣因子と体組
成を構成する筋、骨、脂肪との包括的な分析
にも展開することができると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、成長期における筋量獲得や骨
量・脂肪量および生活習慣因子との関連性に
ついて解明するものであり、大学生を対象と
して小・中・高校生時を含めた過去の生活習
慣や日常生活における活動量、体力、食行動、
骨量について調査し、現在の筋肉量への関係
性について検討を加えた。獲得筋量がピーク
にあると思われる大学生を調査対象とする
ことで、筋量の獲得に影響を及ぼすと考えら
れる過去および現在の生活習慣要因を検討
し、加齢に伴い骨格筋量が低下する病態であ
るサルコペニア予防対策に関するエビデン
スを提供できるのではないかと考えた。なお、
大学生を対象とした体組成測定においては、
測定が簡易であり二重エネルギーエックス
線吸収測定法の結果から推定式が設定され
ている生体インピーダンス法を用いて測定
を試みた。また、一部、小・中学生を対象と
した二重エネルギーエックス線吸収測定法
による体組成の評価についても検討を加え
た。 
 
３．研究の方法 
（1）京都市内の大学に在籍する 18～24 歳の
女子学生を対象とした。体組成の測定は体重、
体脂肪率、全身筋量、推定骨量および四肢筋
量を生体インピーダンス法により測定し、こ
れらの値から BMI、体脂肪量および除脂肪量
（LBM：Lean Body Mass）を算出した。また、
筋量の指標は体組成計から算出された四肢
筋量（kg）を身長（m）の二乗で除した値を
Skeletal Muscle Index（SMI）として算出し
た。質問紙調査は体型認識、体型への希望、
ダイエット経験、現在の運動習慣、過去の運
動習慣、運動の好き嫌い、および食行動に関
する項目について調査した。 
（2）兵庫県の小学 5年生、6年生、中学 1年
生、中学 2年生を対象に食事や身体活動等の
生活習慣、生活リズム、食行動、体型等に関
する質問紙調査を実施するとともに、体組成
測定を二重エネルギーエックス線吸収測定
法にて行った。 
 
４．研究成果 
（1）女子学生においては、筋量が多い者は
骨量が多かった。また、筋量の多さは体脂肪
量の多さにも関連していたが、体力があるこ
ととも関連していた。さらに、若年女性にお
ける筋量の獲得には小学生時の運動経験が
影響することが可能性の一つとして示唆さ
れた。しかし一方で、獲得筋量が高い者にお



いてはダイエット行動にも関連を示した。食
事制限によるダイエット行動は筋量の減少
を促すと考えられるが、獲得筋量が高い者は
運動に対する意識が高く、ダイエット行動に
おいても運動・スポーツ活動を実践していた
者の割合が高い傾向にあった。 
（2）小学生は男子において骨量および筋肉
量と睡眠時間との間に負の相関、女子におい
ては、小学生で筋肉量と睡眠時間との間に負
の相関が見られた。中学生は男子において骨
量と筋肉量と就寝時刻との間に正の相関、女
子においては就寝時刻と体重・BMI・骨量・
腹囲との間に正の相関が見られた。これらの
ことから、睡眠や就寝時刻や起床時刻といっ
た生活リズムと体組成との間に関連性が示
唆された。また、その傾向は男女において差
異が見られた。 
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